












研究目的 

周産期母体死亡および周産期児死亡のいずれをとってみても,近年,我国においては急速な

減少をみているとはいえ,この問題が,母子衛生にとって大きな問題であることには変りは

ない。特に,心身障害児発生予防の観点からみると,単に母児の死亡率だけではなく,障害児

の発生率や,母体の出産後の罹病率などもまた,今後検討すべき重要な課題と考えられる。

周産期をめぐる医学的な諸問題は,これらの発生原因の最も直接的なモーメントであり,こ

の方画の研究は極めて重要といえる｡このような観点から,初年度より,周産期をめぐる現

状の問題点を以下の4つにまとめ,それぞれの課題について研究をすすめてきた。すなわち

, 

①High risk 妊娠をめぐる諸問題:High risk 妊娠の定義,頻度,high risk factor の選定

,high risk 妊婦の管理に対する統一基準,胎児の管理に対する基準を主としてとりあげる

。 

②分娩時母児管理:分娩監視装置をはじめとする ME 機器の安全性,分娩室の安全設計

,fetal distress の早期発見と対策,産科麻酔の安全対策の検討による指針の作成。 

③feta1 distressの治療:経母体治療法の効果,胎児代謝の基礎的,臨床的検討によるfetal 

distress 治療基準の作成,ditressed baby の follow up による効果判定。 

④合併症妊婦の健康保全の問題:high risk 妊婦の出産による健康への影響は全く不明の分

野であり,実態調査を通して,妊婦の follow up system を考える。 

これらの課題は,それぞれに関連するものもあるため,課題によっては,総合討論形式によ

り結論を出すよう努めた。 


